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団体名 つなが輪

テーマ 多様な主体の協働による元気で活力あふれる地域コミュニティの醸成

部門 スタート部門

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 審査会資料



１．団体について
スタート部門

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 審査会資料

・メンバー（５名、会社員）

・団体設立の目的
新たな団体として福祉や文化のジャンルへチャレンジを試みることが目的

・団体の活動概要、PR、今回応募した理由 等
今回ご提案する事業を通して障がいのある方々にスポットを当てて行きたいことが一
番の理由

・団体名 つなが輪（つながり）

つなが輪



２．現状の課題・背景
スタート部門

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 審査会資料

・解決するために考えたこと
車椅子を「自由な表現の道具」と位置付け、障害の有無を問わず、すべ
ての人がアートを通じて自己表現し、他者とつながり、多様な価値観を
認め合うことで次への一歩が見得てくると思います

・団体が考える現状の地域課題・背景
今回は車椅子利用者に着目したとき、物理的・心理的なバリアにより、日常生
活や文化活動に制約を受ける場面が少ないと感じております

つなが輪



３．企画の概要
スタート部門

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 審査会資料

・企画のねらい・コンセプト
本事業では障害の有無を越えて市民が共に創作するアート体験を通じて「ち
がいを楽しむ」まちづくりをコンセプトとし、主に車椅子利用者にスポットを当
て本事業のプロセスを通して関わる方々との繋がりを深めていくこともねらい
の一つとしております

・実施方法（予定日時・予定場所・実施形態・予定講師・スケジュール等）
予定実施日時：８月～９月予定 予定場所：市内公共施設等 実施携帯：ワークショップ形式 予定講
師：未定

・事業効果
障害のある人とない人が対等な立場で協働し、創作活動をともに行うことで、「誰もが参加できるまちづ
くり」の可能性を具体的に体験できます

つなが輪



４．今後の展望について
スタート部門

令和７年度協働のまちづくりチャレンジ事業 審査会資料

・今回の事業は団体にとってどのような位置づけなのか
本事業はつなが輪にとって社会的な役割を実証する重要な一歩だと思っております

・今回の事業を通して、どのように活動の幅を広げていきたいのか
本事業を通して行政・福祉関係者・アーティストとの関係構築の場となり持続可能な活動のネットワークづ
くりに繋げて行きたいと思います

つなが輪


